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本論文は、1920年代のアメリカの資本輸出が、南北アメリカ大陸だけでなく、ヨーロッ

パも含めた全世界に拡大していく過程を検討した。 

1920 年代は、戦後のパックスアメリカーナ体制確立の準備期であった。パックスアメ

リカーナ体制とは、アメリカ多国籍企業と多国籍銀行による世界市場支配である。それ

は両者のヨーロッパ資本に対する様々な優位性（技術上の優位性、企業組織の優位性、

資源調達の優位性）に立脚したものであった。これに対して、1920年代のアメリカ企業

は、「資金調達コストの優位性」にのみ依存しながら海外進出していった。 

1920年代における「資金調達コストの優位性」は、主に以下の２つ、すなわち豊富な企

業内部資金、低い証券発行利回りに見られた。ヨーロッパ企業が、第一次世界大戦後の

復興の中で、資金調達に困難をきたしていた中、アメリカにおける「資金調達コストの

優位性」は、その後の技術上の優位性などを獲得する上で、強力な競争手段となったの

である。 

以上のような分析から、1920 年代という時代が、企業の優位性という観点から見た場

合、戦後のアメリカ多国籍企業の確立のための準備段階であったことが明らかになった。 


